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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本学位申請者は,揮発性麻酔薬のヒト血小板凝集に及ぼす影響とその機序を検討した｡実験の結果,揮
発性麻酔薬のイソプルラン,エンフルランは高濃度まで血小板凝集に影響を与えなかった｡一方,セボプ
ルラン,ハロタンは,臨床濃度ないしはそれ以下の濃度から,ADP及びエピネフリンにより惹起される
血小板二次凝集を強く抑制したが,一次凝集には影響しなかった｡セポフルラン,ハロタンは,アラキド
ン酸による血小板凝集を抑制LTXB2生成量を減少させた｡PGG2及びSTA2による凝集は,ハロタン
で抑制されたが,セポプルランでは抑制されなかった｡TXA2受容体括抗薬3H-S145の血小板への結合
をハロタンは強く抑制したが,セボフルラン,イソフルランは影響を与えなかった｡即ち,セボフルラン
は,サイタロオキシゲナーゼ活性を阻害し,TXA2の生成を抑制することにより血小板凝集を抑制するこ
とが示唆された｡一方,ハロタンはTXA2合成とその受容体への結合の両方を抑制することにより血小
板凝集を阻害しているものと考えられる｡
以上の研究は,麻酔薬の血小板機能に及ぼす影響という臨床上重要な課題の解明に貢献し,麻酔学の発
展に寄与するところが大である｡
したがって,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,本学位授与申請者は,平成9年1月13日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認
められたものである｡
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